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JAXA は 2008 年に国際宇宙ステーション日本実験棟「きぼう」が打上げられて以来、受動積算

型線量計 PADLES(Passive Dosimeter for Lifescience Experiments in Space)を用いた｢きぼう｣船内の宇

宙放射線定点計測を約 6 ヶ月ごとに行っている。PADLES は固体飛跡検出器 CR-39(ハーツラス 

TD-1)と熱蛍光線量計 TLD-MSOs(Mg2SiO4:Tb)の 2 種類の線量計素子から構成され、両者が測定す

るデータから、吸収線量、4keV/um 以上の LET 分布、線量当量が計測できる。 

我々は PADLES を用いて、国際宇宙ステーション日本実験棟｢きぼう｣船内（進行方向中央部）

に設置した組織等価球体ファントム（直径：370mm、重さ：32kg）の深部線量計測実験（国際共

同実験 MATROSHKA-R#1）を行った。本実験では、ファントムを覆うカバー表面のポケットに

16 箇所、ファントム内に中心から放射状に設置された筒状のロッド（長さ：125mm、直径：35.8mm）

4 本 3 箇所に PADLES を 12 式設置し、2012 年 5 月 15 日から 2012 年 9 月 15 日までの 125 日間の

放射線計測を行った。 

筒状のロッドに搭載された PADLES の計測の結果、吸収線量率は球体ファントム表面で最大

0.28mGy/day、中心付近で最小 0.19mGy/day となった。カバーのポケットに搭載した PADLES の計

測結果は、吸収線量率は｢きぼう｣の船壁側で最大 0.43mGy/day となり、｢きぼう｣船内側で最小

0.30mGy/day となった。この結果から、球体ファントム表面と内部では吸収線量が最大 33%減少

し、ファントム深部の遮蔽効果が確認できた。 
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